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財前  賢治 氏

県
防
災
危
機
管
理
課
長
補
佐原田  唯夫 氏

元
竹
田
市
収
入
役
、
総
務
課
長山崎  栄一 氏

大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
助
教
授
（
災
害
法
制
）

河野  正通 氏 佐
伯
市
防
災
課
防
災
係
長

安部  義男 氏 九
重
町
危
機
管
理
・
町
民
安
全
課
長

小坂  幸雄 氏 臼
杵
市
総
務
課
防
災
管
財
広
報
グ
ル
ー
プ
主
幹

　
台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
に
よ
る

被
害
か
ら
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
役

割
は
大
き
い
。
災
害
時
、
行
政
は
ど

う
対
応
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
県

内
自
治
体
の
防
災
担
当
者
に
よ
る
座

談
会
で
、
情
報
、
避
難
勧
告
、
防
災

体
制
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
自
治
体
の
防
災
」

の
あ
る
べ
き
姿
を
探
っ
た
。

　
被
害
把
握
、
迅
速
・
的
確
に     〝
地
域
力
〟
強
化
も
不
可
欠

　(

二
〇
〇
六
年
七
月
六
日)

奥田  憲昭 氏 大
分
大
学
経
済
学
部
教
授
（
都
市
社
会
学
）
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自
治
体
に
は
住
民
の
安
全
を
守
る
責
務
が
あ
る
。
だ
が
、
台
風
や

集
中
豪
雨
に
よ
る
危
険
を
的
確
に
予
測
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を
出
す
の
は
難
し
い
。

安
部
　
昨
年
の
集
中
豪
雨
で
は
、
深
夜
二
時
半
に
大
雨
洪
水
警
報
が

出
た
。
す
ぐ
に
町
役
場
に
登
庁
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
は
も
う
、

被
害
情
報
が
次
々
に
入
っ
て
き
て
い
た
。
事
前
に
、
大
雨
が
降

る
恐
れ
が
あ
る
と
住
民
に
伝
え
、
早
め
の
避
難
を
呼
び
掛
け
ら

れ
た
ら
良
か
っ
た
。
避
難
情
報
の
早
期
提
供
が
大
き
な
課
題
と

し
て
残
っ
た
。

小
坂
　
災
害
が
起
き
る
ま
で
の
時
間
は
短
い
。
浸
水
被
害
は
十
分
、

二
十
分
を
争
う
。
自
治
体
の
長
は
避
難
勧
告
を
出
す
か
、
出
さ

な
い
か
の
判
断
を
三
分
く
ら
い
の
間
に
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
短
時
間
に
い
か
に
判
断
す
る
か
が
大
切
だ
。

河
野
　
だ
が
、
避
難
勧
告
を
出
し
て
も
、
逃
げ
な
い
人
が
多
い
。
同

じ
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
、
危
な
い
か
ら
と
逃
げ
る
人
と
、
大

丈
夫
と
逃
げ
な
い
人
が
い
る
。
住
民
に
よ
っ
て
災
害
の
受
け
止

め
方
が
違
う
。
こ
の
差
を
縮
め
、
み
ん
な
が
同
じ
認
識
を
持
つ

よ
う
に
な
れ
ば
、
避
難
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
。

安
部
　
九
重
町
で
も
、
七
割
く
ら
い
の
人
し
か
避
難
勧
告
に
応
じ
て

も
ら
え
な
い
。
勧
告
を
出
し
た
ら
、
住
民
が
避
難
す
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
が
欠
け
て
い
る
。

原
田
　
避
難
勧
告
は
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
。
本
当
に
、
危
険

な
状
態
に
な
っ
て
か
ら
発
令
す
る
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
実

態
だ
。
竹
田
市
で
は
、
産
山
の
雨
量
が
三
時
間
で
百
ミ
リ
を
超

え
た
ら
、
稲
葉
川
沿
い
の
小
学
校
が
浸
水
す
る
と
自
分
な
り
に

考
え
て
い
た
。
そ
の
判
断
基
準
で
、
小
学
生
を
浸
水
前
に
避
難

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
。

山
崎
　
避
難
勧
告
を
出
す
判
断
基
準
が
必
要
だ
。
住
民
が
そ
の
基
準

を
理
解
し
、
具
体
的
に
危
険
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
、
な
か

な
か
避
難
し
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
し
て
、
住
民
と

一
緒
に
勧
告
の
判
断
基
準
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

財
前
　
県
と
し
て
は
、
気
象
台
と
一
緒
に
、
市
町
村
長
が
避
難
勧
告
・

指
示
を
判
断
で
き
る
よ
う
な
情
報
提
供
を
進
め
る
と
と
も
に
、

避
難
勧
告
・
指
示
　
早
め
の
呼
び
掛
け
が
大
事
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発
令
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
っ
て
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

奥
田
　
避
難
勧
告
の
発
令
時
期
は
健
常
者
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
時
要
援
護
者
は
俊
敏
に
は
動
け
な
い
。
準
備
段
階
で
避
難

で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

　
災
害
時
の
行
政
の
対
応
は
「
情
報
」
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
住

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
被
害
情
報
を
い
か
に
迅
速
、

的
確
に
つ
か
む
か
が
重
要
だ
。

原
田
　
一
九
八
二
年
の
竹
田
水
害
の
時
、「
土
砂
崩
れ
で
三
十
人
が
生

き
埋
め
」
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
実
際
は
十
六
人
だ
っ
た
が
、

そ
の
数
字
が
な
か
な
か
つ
か
め
な
か
っ
た
。
九
〇
年
の
水
害
で

は
、車
が
ダ
ム
に
沈
ん
だ
な
ど
、情
報
が
錯
綜（
さ
く
そ
う
）し
て
、

頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

山
崎
　
行
政
の
災
害
対
応
は
被
害
情
報
の
把
握
か
ら
始
ま
る
。
自
治

体
は
被
害
情
報
を
迅
速
、
的
確
に
把
握
し
て
、
ど
こ
に
人
的
、

物
的
資
源
を
投
入
す
る
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
部
　
九
重
町
で
は
、
情
報
収
集
に
消
防
団
が
活
躍
し
て
い
る
。
町

内
四
地
区
の
消
防
団
長
、
副
団
長
が
災
害
対
策
本
部
に
常
駐
す

る
。
消
防
団
が
つ
か
ん
だ
情
報
は
逐
次
、
対
策
本
部
に
上
が
っ

て
く
る
。
本
部
か
ら
の
指
令
は
団
長
、
副
団
長
を
通
じ
て
全
地

区
に
流
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

原
田
　
情
報
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
災
害
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

竹
田
市
で
は
、
上
流
域
の
情
報
が
参
考
に
な
る
。
上
流
の
旧
久

住
町
で
洪
水
が
起
き
た
ら
、
竹
田
市
街
地
ま
で
約
三
十
分
で
濁

流
が
押
し
寄
せ
る
。
熊
本
県
産
山
村
の
大
雨
は
一
時
間
ち
ょ
っ

と
で
、
竹
田
市
も
同
じ
状
況
に
な
る
。
台
風
、
大
雨
の
と
き
は

周
辺
の
市
町
村
の
役
場
情
報
が
重
要
に
な
る
。

河
野
　
行
政
間
で
は
、
情
報
の
伝
え
方
に
問
題
が
あ
る
、
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
。
台
風
や
大
雨
時
、
県
や
国
か
ら
市
役
所
に
河
川

な
ど
の
情
報
が
次
々
に
フ
ァ
ク
ス
で
送
ら
れ
て
く
る
が
、
同
時

に
、
そ
れ
を
確
認
す
る
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。
水
位
が
ど
う

で
、
警
戒
水
位
や
危
険
水
位
に
な
っ
た
…
と
。
災
害
対
策
で
忙

し
い
と
き
に
は
、
フ
ァ
ク
ス
を
処
理
し
、
電
話
で
応
答
す
る
余

情
報
の
収
集
と
伝
達
　
全
員
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
を
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
　
住
民
同
士
、
助
け
合
っ
て

裕
は
な
く
、
市
で
の
対
応
は
無
理
に
近
い
。
国
や
県
は
「
市
に

情
報
を
伝
え
、市
が
確
認
す
れ
ば
、自
分
た
ち
の
仕
事
は
済
ん
だ
」

と
思
っ
て
い
る
の
で
は
と
さ
え
感
じ
て
し
ま
う
。

財
前
　
災
害
で
は
、
情
報
を
ど
う
整
理
す
る
か
が
一
番
の
課
題
。
国
、

県
の
情
報
を
ど
う
調
整
す
る
か
、
今
後
、
検
討
し
て
み
た
い
。

小
坂
　
住
民
に
避
難
勧
告
を
ど
う
伝
え
る
か
が
最
も
難
し
い
。
土
砂

降
り
だ
と
、
雨
戸
を
閉
め
て
い
る
か
ら
、
広
報
車
か
ら
呼
び
掛

け
て
も
屋
内
の
住
民
に
は
聞
こ
え
な
い
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

放
送
し
て
も
、
住
民
が
見
て
い
る
か
ど
う
か
。
結
局
、
区
長
に

お
願
い
し
て
各
戸
を
回
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
刻
を

争
う
と
き
な
の
に
、
避
難
勧
告
を
全
員
に
伝
え
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
。

河
野
　
大
規
模
災
害
で
は
、
そ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
一
括
・
同

時
放
送
で
、
全
員
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
防
災
体
制
の
確
立
に
は
住
民
側
の
取
り
組
み
も
欠
か
せ
な
い
。
過

疎
、
高
齢
化
で
〟
地
域
力
〟
が
低
下
し
て
い
る
と
さ
れ
る
中
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
る
。

財
前
　
近
年
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
住
民
同
士
の
関
係
が
希

薄
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
県
と
し
て
は
地
域
防

災
推
進
員
の
育
成
を
通
じ
て
地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
な
げ
た

い
。

安
部
　
災
害
後
の
復
旧
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
機
能
し
て
い

る
地
域
で
は
、
住
民
が
総
出
で
壊
れ
た
家
屋
や
土
砂
を
片
づ
け

て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
地
域
は
、
被
災
し
た
家
族
や
親
せ
き

だ
け
の
少
人
数
で
や
っ
て
い
た
り
と
、
地
域
の
力
に
差
が
出
て

い
る
。

河
野
　
か
つ
て
は
台
風
が
来
た
ら
、
隣
近
所
の
水
が
来
な
い
家
な
ど

に
逃
げ
て
い
た
。
指
定
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
そ
れ
ぞ

れ
が
話
し
合
い
、
助
け
合
っ
て
避
難
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
。

そ
う
い
う
認
識
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
な
し
に
防
災
は
成
り
立
た
な
い
。
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防
災
体
制
と
合
併
の
影
響
　
役
割
分
担
し
っ
か
り
と
　
現
場
に
権
限
分
配

安
部
　
義
務
で
は
な
く
て
、
住
民
と
し
て
小
さ
な
取
り
組
み
の
積
み

重
ね
の
結
果
が
、
地
域
の
災
害
対
策
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
で
は
、
一
人
で
避
難
で
き
な
い
災
害
時

要
援
護
者
の
問
題
も
大
切
だ
。
九
重
町
で
は
、
今
年
、
要
援
護

者
の
た
め
の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

小
坂
　
臼
杵
市
で
は
、「
私
は
高
齢
者
で
す
、
災
害
が
あ
っ
た
と
き
に

は
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
手
挙
げ
方
式
で
災
害
時
要
援
護

者
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。
障
害
者
や
高
齢
者
が
い
る
世
帯
が

分
か
る
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
地
区
も
あ
る
。

山
崎
　
地
域
の
防
災
は
ひ
と
言
で
い
え
ば
「
共
助
」
と
な
る
。
支
え

合
い
、
助
け
合
う
健
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
欠
か
せ
な
い
。

防
災
を
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
の
一

つ
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
積
極
的
に
と
ら
え
て
ほ
し
い
。

　「
平
成
の
大
合
併
」
が
行
政
の
防
災
体
制
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

市
域
が
広
が
っ
た
新
市
で
は
、
新
た
な
情
報
伝
達
の
手
段
や
役
割
分

担
に
よ
る
災
害
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

河
野
　
佐
伯
市
は
合
併
で
市
域
が
旧
市
の
五
倍
近
く
に
拡
大
し
、
情

報
の
〝
空
白
地
帯
〟
が
で
き
た
。
未
整
備
の
と
こ
ろ
に
防
災
行

政
無
線
を
設
置
す
る
だ
け
で
十
二
億
円
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
全

面
的
に
や
り
換
え
る
と
約
二
十
億
円
掛
か
る
と
の
試
算
も
あ
る
。

コ
ス
ト
の
問
題
が
あ
り
、
な
か
な
か
、
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の

検
討
が
進
ま
な
い
。

小
坂
　
臼
杵
市
で
は
、
野
津
地
域
と
臼
杵
地
域
で
雨
の
降
り
方
が
異

な
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
同
じ
自
治
体
の
エ
リ
ア
な
の

に
、
一
つ
の
対
策
本
部
で
扱
う
状
況
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

河
野
　
自
治
体
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
ほ
ど
災
害
に
対
応
し
や
す
い
。
合

併
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
合
併
後
の
佐
伯
市
は
災
害
時
の

指
揮
系
統
が
ば
ら
ば
ら
な
の
が
実
態
だ
。
蒲
江
地
域
で
は
、
蒲

江
の
振
興
局
か
ら
地
元
消
防
団
長
に
伝
わ
っ
て
か
ら
初
め
て
、

災
害
対
応
の
人
員
が
動
く
。
本
庁
舎
か
ら
直
接
、
指
示
や
指
揮

が
で
き
な
い
。

財
前
　
合
併
新
市
で
の
情
報
の
収
集
・
伝
達
が
大
き
な
課
題
。
情
報
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の
一
元
化
と
と
も
に
、
機
動
性
を
確
保
す
る
意
味
で
よ
り
現
場

に
近
い
と
こ
ろ
へ
の
権
限
の
分
配
・
移
譲
も
大
切
だ
。

安
部
　
災
害
時
の
体
制
を
ど
う
整
え
る
か
の
問
題
も
重
要
だ
。
昨
年

の
集
中
豪
雨
の
際
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
よ
う
と
、
職
員

間
に
連
絡
網
を
回
し
た
が
、
な
か
な
か
連
絡
が
取
れ
な
い
面
が

あ
り
、
課
題
を
残
し
た
。

小
坂
　
職
員
参
集
の
基
準
に
つ
い
て
、
臼
杵
市
の
場
合
は
積
算
雨
量

八
〇
ミ
リ
を
基
準
に
し
て
い
る
。
と
き
ど
き
、
総
務
課
長
が
抜

き
打
ち
で
課
内
の
連
絡
網
を
回
す
〝
訓
練
〟
も
し
て
い
る
が
、

即
座
に
連
絡
が
取
れ
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
が
結
構
難
し
い
。

安
部
　
九
重
町
は
昨
年
か
ら
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
ら
、
各

地
区
ご
と
に
責
任
者
を
決
め
、
防
災
関
連
部
署
以
外
は
、
地
元

の
避
難
所
開
設
を
ま
ず
や
り
な
さ
い
と
指
示
し
て
い
る
。
災
害

で
役
場
に
行
く
手
段
が
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
何
ら
か
の
原
因

で
登
庁
で
き
な
い
職
員
も
地
域
に
残
っ
た
方
が
よ
い
。

奥
田
　
対
策
本
部
を
置
く
本
庁
と
、
地
域
の
振
興
局
長
や
支
所
長
間

の
連
絡
を
密
に
す
る
な
ど
、
組
織
の
中
で
役
割
分
担
を
し
っ
か

り
や
る
必
要
が
あ
る
。
災
害
時
は
情
報
が
混
乱
す
る
が
、
そ
れ

に
対
応
で
き
る
よ
う
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
市

町
村
の
役
割
だ
。

　
　
　
連
載
担
当
＝
社
会
部
・
小
田
圭
之
介
、
経
済
部
・
安
東
公
綱
、

　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
部
・
三
橋
孝
夫
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法人別府
大学が、大分の文化振興の一助となることを願って立ち上げた
インターネット活用プロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一
環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承していくうえで重要
な、さまざまな文書や資料をデジタル化して公開します。そして、

読者からの指摘・追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発
展を図っていきたいと願っています。情報があれば、ぜひ NAN-
NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「明日を守る～防災立県めざして」以外
にもデジタルブック等をホームページで公開しています。イン
ターネットに接続のうえ下のボタンをクリックすると、ホーム
ページが立ち上がります。まずは、クリック！！！

別 府 大 学

ⓒ 大分合同新聞社

デジタル版「明日を守る～防災立県めざして」　第 23 回
編集　　　　   大分合同新聞社
初出掲載媒体  大分合同新聞（2006 年１月 1 日～ 2007 年 3 月 5 日）

《デジタル版》
 2012 年 1 月 6 日初版発行
編集　大分合同新聞社
制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部／川村研究室
発行　NAN-NAN 事務局  
　　   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  企画調査部内）

ⓒ 大分合同新聞社

●デジタル版「明日を守る」について
　「明日を守る」は、大分合同新聞社が創刊 120 周年記念事
業として大分大学と立ち上げた共同プロジェクトの一環で、
2006 年１月から翌３月まで、同紙朝刊に掲載した連載記事。
今回、デジタルブックとして再構成し、公開する。登場人物
の年齢をはじめ文中の記述内容は、新聞連載時のもの。
2011 年８月５日　  　　　 　　　　           NAN-NAN 事務局
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http://www.beppu-u.ac.jp/
http://www.nan-nan.jp/
http://www.oita-press.co.jp/
http://www.oita-press.co.jp/
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